
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・感謝の心を育てる心の教育・ボランティア教育 
・たくましい脳を育てる右脳教育 
・常勤外国人教師による日々の英語教育 

今
月
の
し
つ
け 

漢字検定 
平成２９年度１回目の漢字検定が行われました。合格した
方を紹介します。おめでとうございます。 

約
束
を
守
っ
て 

明
る
い 

 

元
気
な
子
ど
も 

５級 増田丈一くん（小５） 
西田絵麻さん（小４） 

６級 山岡和未さん（小５） 
西垣奈波さん（小３） 

７級 仲村大希くん（小４） 
８級 佐藤さくさん（小４） 

上田真子さん（小３） 
    児玉咲蘭さん（小３） 

伊丹晴崇くん（小２） 
西垣 伸くん（小１） 

９級 相川星七くん（小２） 
   尾垣佑和くん（小２） 
    くん（小２） 
   さん（小１） 

 昨年の夏休みの宿題「未来の科学の夢絵画展」で見事奨励
賞を受賞されました。おめでとうございます。 
 

１０級  
    足立 杏さん（小２） 

後藤大輝くん（小２） 
東森 梓さん（小１） 
増田百香さん（小１） 
水本七嘉さん（小１） 
矢野志織さん（小１） 
後藤翔太くん（年長児） 
西垣 篤くん（年長児） 

※足立 杏さんと後藤大輝くんは 
  満点合格でした。 
  おめでとうございます。 

朝日大学藤野良孝先生が研究をされている「オノマトペ」を使って

ハルナ幼稚園ではとび箱を跳んでいます。「オノマトペ」とは擬音語

や擬態語をまとめて現した言葉のことです。 

とび箱は、「サーッ・タン・パッ・トン」と言いながら全体の動きをイメー

ジして跳びます。「サーッ」はスピードを呼び起こし、「タン」はふみきり

のリズムを取り、「パッ」で手を素早く動かし、そして「トン」で着地しま

す。とび箱が苦手な子も、この言葉に合わせて動きのタイミングを取

り跳ぶ事が出来る園児が増えてきています。年長児では今とび箱の

７段が跳べる子も出てきました。 

 

先日、上記の選考会に出場し、見事本戦

に県代表として進まれます。（１０月） 

おめでとうございます。 

＜形＞ 小学２年生男子の部 

相川星七くん 

（ハルナ塾） 

２０１７年度  

   ピティナ・ピアノ演奏検定 

Ａ２級 合格 

   年長児のお友達 

奨励賞 

年中児のお友達 

年中児のお友達 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ４月に入園した園児達も、毎日の習慣として幼稚園へ通園するということが 
           しっかりと定着し、七夕まつりや参観、園外保育といった行事や友達との遊び、
先生のお手伝い、お掃除や身のまわりの準備など、毎日の生活の中にも色々な楽しみを見つけることが
出来るようになってきました。クラスのまとまりを実感する中で長期のお休みに入ることは先生達も残
念に感じているくらいですが、こういった長いお休みでないとできないことも沢山あります。充実した夏
休みをお過ごしくださいね。充実した夏休みと申しますと、つい「遊園地に行った」「旅行に行った」と
いうイメージが強いですが、（もちろんご家族そろっての旅行やお出かけはとても楽しくて、子ども達も
喜ぶでしょう）お出かけとはまた別に、家でできる経験や体験をしてみるのも良いと思います。ご親戚や
ご祖父母様との遊びや関わり、お母さんとの共同作業でお仕事で頑張っておられるお父さんにお料理を
作ったり、お庭の手入れや草花を植えてみたり、お家の整理整頓を遊び感覚ですることも出来ると思い
ます。何かをやらせてみるというよりは、一緒にやろう！という感じで共同作業をしてみて下さい。幼児
は『真似っこの天才』でもありますので、一緒に本を読んだり、一緒に片づけをしたり、一緒に絵画や
日記を書いたりしてみてください。お母さんが楽しそうにすればするほど、子どもも楽しく取り組むこと
が出来ますよ。お母さんも童心にかえった気持ちでやってみてくださいね。 
 
 『セレンディピティ』という言葉をご存知でしょうか。私もここ数年で知った言葉ですが、「偶然の巡
りあい（チャンス）を引き寄せる力」という意味だそうです。人生において大切なことほど自分だけでは
コントロールできない、そこにはタイミングや第三者のサポートといった自分の力が及ばないファクター
（要素・原因）が重要な意味を持ってきます。成功に導かれるような偶然の巡りあい（チャンス）が起き
るかどうかが大切なカギとなります。 
 
 偶然のめぐりあい（チャンス）を引き寄せられる力を持てたらいいと思いませんか。自分が持たなくて
も、子どもがそんな力を持てたら嬉しいですね。『セレンディピティ』を備える３つの条件はまず『①行
動』リスクを恐れず目的は何でもいいのでとにかく広い世界に出て世間と色々交流すること、次に『②
気づき』小さなことでも大きなことでも日々の中で学び取ったり変化を感じたりすること、自分の目の
前だけでなく、視野を広げて周辺をよく見ることが必要です。最後に『③受容』良いことも悪いことも
現実を素直に受け止めること。チャンスは必ずしも見栄えのよいものではなく「納得のいかないもの」
「しんどいこと」として私達のもとにやってきます。その見栄えの悪いシビアな現実こそが幸運につな
がると知り、起こったことを素直に受け止める心が必要となります。 
この３つのサイクルを自然体の心でひたすら継続して繰り返していくと『セレンディピティ＝偶然の巡り
会いを引き寄せる力』を持つことが出来るのだそうです。つまり『セレンディピティ』とは現状維持で凝
り固まった自分を卒業し、リスクが取れる新しい自分に生まれかわることと言えます。大抵の人は今ま
での自分を守ろうとして新しいものを頑なに拒絶してしまいます。そして残念なことにその結果、脳は
どんどん退化してしまうのです。 
≪すぐやる脳のつくり方 茂木健一郎著から≫ 
 園児の生活もこのサイクルが大切だと思います。園生活の中で一人自由気ままに過ごすことはできま
せん。みんなと行動するわけです。団体生活です。少々嫌だなあと思っていても、まず『行動』する。そ
して、みんなと一緒にしている間に活動の中に面白いことがあったり、○○ちゃんが挨拶したので一緒
にしようと思えたり、『気づき』がある。おもちゃの取り合いで喧嘩した、挨拶チャンピオンでなかった
けれど、先生のお手伝いしてありがとういってくれたとありのままを受け入れる『受容』、そしてまた
『行動』、『気づき』、『受容』と繰り返されていく。そこのどこかの部分でストップしてはその引き寄
せる力を持つことは出来ない又はストップした分だけ『セレンディピティ』に出会うのに時間がかかって
しまうのだろうと思います。勿論子ども自身がストップすることもあるでしょう。けれど、もしそのスト
ップのブレーキを大人がかけていたとするならば、恐ろしいことですね。子どもの力の芽を摘んでいる
ことになります。そのサイクルを止めるようなブレーキとはどんなものなのか。また親としてそのサイク
ルをスムーズに廻していくサポートとはどんなものなのか、一度考えてみてはいかがでしょうか。 
 
 子どもの自ら考える力を育てるためには、やはり私達もしっかり考える力を持たなければなりません。
只々、いつもと同じようにでは慢性化するだけです。旧き良きを温め、新しき良きも取り入れ子どもの
可能性を引き出していきたいと思います。園児は明日から夏休みですが、先生方には保育者としての学
びを深める研修会に参加していただきます。夏休み明け互いに成長して子ども達と出会うのを楽しみに
しています。 
１学期保護者の皆様の温かいご支援ご協力あってこそ、終えることが出来ました。心より感謝申し上げ
ます。 

園長 奥 裕子 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年少児の 
お友達 

年中児の 
お友達 

年中児のお友達 年長児のお友達 
 

 プールはつめた 
くてきもちよさそう 
ですね。なつやす 
みがまちどおしい 
ですね。 

。 

 おともだちと 
いっしょにバスに 
のってかえると 
たくさんおはなし 
ができてたのしい 
ですね。 

 最近逆上がりが 
出来る様になった 
康太くん。とても 
かっこいいですね。 
これからも頑張って 
下さい。 

 最近、苦手な 
お野菜も食べれる 
ようになった雄大く
ん。たくさん食べて 
丈夫な身体作りま
しょう。 

 えのぐでうみをぬっておりが 
みでヨットとクジラをおり、うみ 
のなかもひょうげんしました。 

年長児の 
お友達 
「うみ」 

 

年少児のお友達 

 

 のぶこせんせい 
のことをおもって、 
こころをこめてえを 
かいてくれました。 
ありがとう。 

 幼稚園のころに 
おしえてもらった 
ことをがっこうへいっ 
てもかてにしてくれて 
いるのですね。のぶ 
こ先生もよろこんで 
おられると思います。 

 伊丹晴崇くん 

年少児のお友達 

 しろいぶぶんが 
なくなるまでてい 
ねいにぬることが 
できました。 

 おりがみでひまわりを 
おって、なつのせいさくが 
できました。 

 あまのがわをスタンプでひょう 
げんし、おりひめさまとひこぼしさま 
のよろこんでいるかおもかきました。 

満３才児の 
お友達 

「たなばた」 
 

緑組の 
お友達 
「ヨット」 

 クレヨンでうみをかい
てヨットをうみにうかばせ
ました。 

年少児の 
お友達 
「ひまわり」 
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●卒園児合宿●８／１（火）～８／２（水）【幼稚園卒園児】 

●入園願書受付開始●８／１（火）～ 

 

●アフタースクール２学期 First Day●８／２２（火） 

●流しそうめんパーティー●８／２２（火） 

 

●ハルナ塾２学期始業式●８／２１（月） 

●２学期始業式●８／２２（火） 

●幼稚園ツアー●８／２９（火）【予約制】 

４月当初は、持ち物や生活の事で先生が「○○しま
しょう」と言って子ども達が行動することがほとんど
でしたが、最近は 「It’s Friday so everything in 
the bag」（今日は金曜日は全部持って帰る日だ）と
気付いたことを誰かが言うとみんなが「That’s 
right. It’s Friday.」と行動をしてくれます。この
間は、年長児が「You have rice on your chin」 

(あごにご飯つぶ付いてるよ)と言うと、 
「Thank you, I will look the mirror too.」 
（私も鏡でチェックしよう）ということになりまし
た。一人はみんなのために みんなは一人のために 
イマージョンクラスがひとつになっています。 

●クラス委員会●８／２５（金） 

●ハルナ塾ホリデースクール（魔法の美術館）●８／２１（月） 

●夏休み●７／２８（金）～８／２１（月） 

 

逆上がり達成率 
藤Ａ  ４４％ 

藤Ｂ  ５３％ 

イマージョン ８３％ 

＜赤組＞ 

本日で 1学期が終了です。１学期の 4カ月の間で満３歳児、赤組の子
ども達はクラスの中で活動の中でいろいろな「きまり」がわかって来てくれ
ています。 
特に順番を守ることをわかるようになってきてくれました。お手洗いに行く
時の順番待ち、体育ローテーションで種目ごとに並ぶ順番、椅子に座り、
担任の先生方から給食の配膳をされるときも、順番を待つということが
身についてきました。先生からの「順番に並ぼうね」の一言で、友達の後
ろに並び、待つことを気づけるようになりました。 
みんなとの生活の中には、順序があり、ルールもあります。友達とた

のしく遊びながら、してよいこと、してはいけないことがわかるようになっ
てきてくれています。人との関わりは、やはり子ども達の成長を大きくも
たらせてくれるものだなとつくづく感じます。 
 ごっこ遊びや、カプラあそびなど、これから赤組の子ども達は、いろいろ
な遊びを通し、遊びが広がることにより、お友達同士のルールのかたち
が出来ていく事と思います。顔を見合わせ遊んでいる様子は、とてもか
わいく「かして」「どうぞ」等のことばも出てくるようになりました。夏休みが
明けるとまた集団生活が始まります。ルールを知り、順番を知り、更に子
どもたちの輪を広げて欲しいと思います。 

逆上がりのオノマトペは、「ギュ」「ピタ」「クルン」です。 

夏休み近くの公園で取り組んでみましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月３０日に行なわれました「七夕まつり」の感想文を保護者様より 
頂きましたので、一部紹介させて頂きます。 

夏の壁面を学年ごとに製作 
しました。 
ホールや部屋に涼しげな環境
が出来ました。 

（略）小さいクラスの子ども達の発表を見ながら自
分の子ども達もあんなに小さかったのにとその頃を
思い出したり、年長児の息子の発表を見ては家で
はまだまだ赤ちゃんみたいなのに、いつの間にかハ
ルナの年長さんらしく成長している姿に感激しつつ
も、来年からはもう見れないんだなと少し寂しく思っ
たり、子ども達の純真無垢な歌声や詩の暗唱、カモ
ミール合唱団さんの美しく澄んだ歌声を聞きなが
ら、お空へと旅立たれた伸子先生に思いを馳せ旨
がいっぱいになったり、五年目にして初めて名前を
呼ばれ、自分でも呆れる程緊張で手を震わせなが
ら舞台の上でゲームをさせて頂いた事、まわりのお
母さん達と大笑いしながらその後のゲームを楽しみ
優勝した事、様々な思いが次々と溢れる七夕まつり
となりました。（略）        年長児の保護者様 

（略）一つ一つのプログラムをゆっくり、じっくり見させ
て頂き、子ども達からたくさんの感動を頂きました。子
ども達の姿を見ていると、何だか自然と目頭が熱くな
り涙をしてしまうくらいでした。本当に子ども達は、輝
いており、いつも行事にお招き頂く度に大きな感動を
頂いて帰ります。ありがとうございました。（略） 

年少児保護者様  

（略）可愛い緑組さん、赤組さんの発表はとても和や
かな雰囲気ではじまり、藤組さんの発表は堂々たる
姿が印象的であと１年でこんな立派な姿に成長する
のかと思い見てしまいました。今回、息子はピアニ
カをする事をとても楽しみにしていました。緊張もあ
ったのか普段見られない真剣な顔つきで一生懸
命、発表している姿に成長を感じ、自信と頑張る力
を身に付けることができたのは、先生方の努力と子
ども達の努力があったからだと思います。幸せな時
間を今年も過ごすことができました。ありがとうござ
いました。 

年中児保護者様 
 

  

七夕まつりでうたう 
「ひまわりおやくそく」について 

 
  2011 年３月１１日に起きた 
 東日本大震災で被害にあわれた宮城県の
幼稚園に、その年にハルナのバスや救援 
物資を届けに行きました。 
 その幼稚園に通われていて、天国に召 
されたお子様のために、ご両親が子どもの 
 笑顔を思い浮かべながら作られた歌が 
  「ひまわりおやくそく」です。 
    ご家庭でもご一緒に唄って 
        みて下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/1(土) 
アンパンマンバスに乗ろう!! 

（未就園児）
お部屋で手あそびや歌を唄ってから

アンパンマンバスに乗車しました。切符
にハンコを押してもらい、アンパンマン
に手を振って出発します。外の景色や英
語のＤＶＤを見ながら幼稚園の雰囲気を
味わってもらいました。 

7/5(水)・6（木） 
おとまり保育（年少児以上） 
三重県の海へ遊びに行きまし

た。波打ち際では砂遊びをした
り、おすもう大会をしました。各
クラス「頑張れ！」とお友達の応
援もしっかりしてくれていまし
た。夕食では美味しいカレーを頂
き、お楽しみ会では先生のオペレ
ッタを見て楽しみました。 

7/11（火） 
赤組保護者参観

 初めての参観で少し緊張し
た様子でしたが日課活動では
しっかりと前を向き、体育ロー
テーションでは力一杯取り組む
ことが出来ました。保護者様と
フォトフレームを作り、楽しい
時間を過ごしました。 

7/13 (水) 
お誕生日会（7・8・9 月生） 

（年少児以上） 
お誕生児のお友達は胸元

にバースデーシールを貼り
登園しました。しっかりと自
己紹介も出来、みんなにお
祝いしてもらいました。先生
の出し物は「パンパパパン」
のダンスをプレゼントし、お
母様からは楽しい製作やゲ
ームをして頂きました。 7/19(水) 

学力テスト（小学生） 
 育伸社の学力テストを行な
いました。初めは緊張している
子ども達もいましたが、テスト
が始まると、問題文をしっかり
と読み、真剣な表情で取り組
んでいました。 

7/26（水） 
被害防止安全教室 
（赤組以上） 

 警察の方が来て下さり、自
分の命は自分で守る事の大切
さを教えて頂きました。人形
劇を見たり、「いかのおすし一
人前」のダンスを踊ったり楽し
く学ぶ事が出来ました。 

7/14（金） 
ボランティア学習（年少児青Ｂ組）

 初めてのボランティア学習で少し緊張してい
ましたが、どんぐりの入所者の方の前で「おは
ようございます」と大きな声でご挨拶する事が
出来ました。車椅子を押すお手伝いをさせて頂
き、「乗り心地はどうですか？」と聞きながら優
しい気持ちでお手伝いをする事が出来ました。 

7/11(火) 
園外保育（年中児黄組） 

ビッグバン 
大きな恐竜やわにの模型に大興奮の子ども達で

した。トランポリンやアスレチック、ターザンに大
はしゃぎでとても楽しそうでした。みんなで輪にな
って座り、おにぎりも美味しく頂きました。 

7/21(金) 
園外保育（年長児） 

関西サイクルスポーツセンター 
大人数で乗れる自転車など乗っ

た事のない自転車ばかりで「次は
これに乗ろう！」とたくさん乗りま
した。自転車に興味を持ち、コマ
なし自転車に挑戦するきっかけに
なってくれればと思っています。 

6/30（水） 
七夕まつり

 浴衣姿でいつもとは違った様
子で少し照れながらも嬉しそう
に堂々と発表をしてくれまし
た。どの学年もお家の人に頑張
っている姿を見てもらいたいと
いう思いが伝わる発表でした。

7/21(金) 
園外保育（年少児青組） 
橿原子ども科学館 

磁石を使った魚釣りをしたり、
変声機でボイスチェンジをした
り、大はしゃぎで遊んでいまし
た。様々な科学に触れ、興味
津々で楽しく過ごす事が出来ま
した。又、走らない等の約束も
守る事が出来ました。 


